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同
窓
会
員
の
皆
様
い
か
が
お
す
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
平
素
は
本
会
運
営

に
ご
理
解
ご
支
援
頂
き
ま
し
て
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
長
年
の
悲
願
で
有
り
ま
し
た
新

寮
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
新
寮
の

建
設
に
尽
力
さ
れ
た
、
諸
先
輩
、
関

係
各
位
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
先
日
来
イ
キ
イ
キ
と

し
た
寮
生
活
を
送
る
学
生
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
す
と
、
本
当
に
良
い
判

断
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
達
に
と
っ
て
は
、
意
外
な
こ
と

で
す
が
他
県
で
は
、
寮
の
廃
止
、
在

宅
通
学
の
流
れ
が
不
本
意
な
が
ら
広

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
全
寮
制
に

よ
る
教
育
効
果
か
ら
思
い
ま
す
と
、

他
県
の
傾
向
は
残
念
で
あ
り
ま
す
が

こ
の
傾
向
が
、
農
業
大
学
校
の
現
状

の
よ
う
で
す
。
現
代
の
学
生
が
、
寮

生
活
を
敬
遠
す
る
た
め
に
入
学
者
が

減
少
。
や
む
な
く
在
宅
通
学
を
取
り

入
れ
る
農
業
大
学
校
が
増
え
て
い
る

よ
う
な
の
で
す
。
他
県
の
同
窓
会
長

か
ら
は
、
本
校
の
新
寮
の
建
設
は
、

大
き
な
驚
き
と
、
羨
望
の
眼
差
し
で

観
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

効
果
は
て
き
め
ん
。
本
年
度
の
入

学
者
は
、
本
校
の
歴
史
始
ま
っ
て
初

の
定
員
越
え
の
１
０
６
名
！
素
晴
ら

し
い
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
何
度
か
新
寮
を
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
す
こ
し
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

外
観
は
、
白
と
ブ
ラ
ウ
ン
を
基
調

と
し
た
モ
ダ
ン
な
二
階
建
て
。
内
装

は
、
明
る
く
男
女
の
区
画
の
厳
格
化

と
、
男
女
学
生
の
比
率
変
化
に
も
対

応
可
能
な
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
！

　

ひ
と
り
部
屋
の
個
室
は
、
断
熱
効

果
の
高
い
ペ
ア
ガ
ラ
ス
に
エ
ア
コ
ン

完
備
。
ト
イ
レ
は
、
全
館
シ
ャ
ワ
ー

ト
イ
レ
。
食
堂
は
、
明
る
い
大
き
な

ガ
ラ
ス
に
囲
ま
れ
た
、
開
放
的
な
ス

ペ
ー
ス
に
、
専
門
業
者
さ
ん
に
提
供

さ
れ
る
、
二
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

選
べ
る
（
！
）
作
り
た
て
の
、
美
味

し
い
（
ホ
ン
マ
に
！
）
食
事
。
私
達

の
時
代
か
ら
す
る
と
、
ま
さ
に
隔
世

の
感
が
有
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
周
り

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
農
業
を
志
す
若
者

に
、
自
信
満
々
で
お
勧
め
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

全
国
に
誇
れ
る
愛
知
県
立
農
業
大
学

校
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
本
年
は
、
東
海
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
９
県
の
校
長
、
同
窓
会
会
長

会
合
が
、
本
県
で
、
６
月
９
・
10
日

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会

合
の
中
、
印
象
に
残
っ
た
事
の
中
か

ら
今
日
の
農
大
、
農
業
を
取
り
巻
く

状
況
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
内
の
優
良
事
例
の
な
か
に
、
県

農
大
Ｏ
Ｂ
の
鍋
田
の
鍋
八
農
産
さ

ん
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
等
で
も
、
多
く
紹
介
さ

れ
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
手
掛
け
て
い

る
、
農
家
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
豊
作

計
画
」
の
取
り
組
み
で
す
。
１
５
０

ha
も
の
面
積
の
農
場
の
管
理
は
、
一

般
農
家
の
想
像
を
超
え
て
い
ま
す
。

作
業
忘
れ
で
あ
っ
た
り
、
他
人
の
圃

場
を
作
業
し
て
し
ま
っ
た
り
、
万
が

一
の
為
に
苗
の
準
備
枚
数
が
過
剰
に

な
っ
た
り
と
、
洗
い
出
し
て
み
る
と
、

多
く
の
改
善
点
が
見
つ
か
っ
た
そ
う

で
す
。
こ
の
改
善
点
を
今
で
は
世
界

共
通
語
ト
ヨ
タ
式
カ
イ
ゼ
ン
に
よ
る

見
直
し
を
行
い
、
す
ば
ら
し
い
成
果

を
納
め
て
い
ま
す
。
ト
ヨ
タ
自
動
車

で
は
、
農
村
か
ら
土
地
や
人
の
供
給

を
受
け
て
発
展
で
き
た
と
い
う
感
謝

の
社
会
貢
献
と
い
う
捉
え
方
で
取
り

組
ん
で
お
り
、
採
算
は
度
外
視
で
の

事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
ホ
ン
を
活
用
し
て
の
農
場
管
理
は

多
く
の
企
業
が
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、

ト
ヨ
タ
さ
ん
が
凄
い
の
は
、
ス
マ
ホ

の
農
場
利
用
を
徹
底
的
に
研
究
改
良

す
る
こ
と
は
勿
論
、
作
業
内
容
の
見

直
し
や
倉
庫
の
効
率
利
用
ま
で
踏
み

込
み
、
見
え
る
化
と
共
有
化
と
カ
イ

ゼ
ン
を
推
し
進
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

鍋
八
農
産
の
取
り
組
み
は
、
一
農
家

か
ら
21
世
紀
の
農
場
へ
の
脱
皮
と
も

言
え
る
取
り
組
み
で
し
た
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
ネ
ッ
ト
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。	

　

　

農
業
ブ
ー
ム
と
言
え
る
ほ
ど
、
農

業
が
マ
ス
コ
ミ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
情
勢
は
ま
す
ま
す
厳

し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
と
財
政
難
の
中
、
多

く
の
業
種
が
地
盤
沈
下
を
起
こ
し
た

結
果
、
相
対
的
に
農
産
業
の
し
ぶ
と

さ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
た
ゆ
ま
ぬ
研
究

開
発
と
カ
イ
ゼ
ン
を
続
け
て
こ
ら
れ
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
短
期
間
で
こ

れ
だ
け
世
界
に
普
及
さ
せ
た
、
世
界

を
代
表
す
る
我
が
愛
知
の
ト
ヨ
タ
に

学
ぶ
こ
と
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
同

じ
地
域
で
農
業
に
取
り
組
む
我
々
も
、

た
ゆ
ま
ぬ
、「
研
究
」、「
開
発
」、「
カ

イ
ゼ
ン
」
に
勤
め
た
い
も
の
で
す
。

　

紹
介
と
報
告
を
兼
ね
、
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
益
々
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
柴
田
隆
夫
同
窓
会
長

様
を
始
め
、
役
員
、
理
事
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
本
校
校
務
の
円
滑
な

運
営
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
校
長
と
し
て
２
年
目
を
迎
え

て
お
り
ま
す
藤
井
と
申
し
ま
す
。
農

業
大
学
校
で
の
勤
務
は
、農
学
科
長
、

教
育
部
長
、
副
校
長
、
校
長
を
通
算

し
て
、今
年
で
６
年
目
と
な
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
初
め
て
農
業
大
学
校

に
赴
任
す
る
前
は
、
水
稲
や
小
麦
の

品
種
改
良
や
技
術
普
及
を
中
心
に
、

農
業
総
合
試
験
場
で
30
年
間
勤
務
し

て
お
り
ま
し
た
。
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さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
三
号
議
案　

平
成
28

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
及
び
第

四
号
議
案　

平
成
28
年
度
会
計
予
算

に
つ
い
て
説
明
の
後
、
審
議
に
入
り

両
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
第
五
号
議
案　

理
事
の

委
嘱
及
び
役
員
の
互
選
に
つ
い
て
審

議
に
入
り
、
現
在
の
役
員
を
引
き
続

き
選
出
す
る
と
の
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
、
全
て
の
議
事
を
終
了
し
ま
し

た
。

  

そ
の
後
、「
そ
の
他　

役
員
及
び

理
事
の
委
嘱
に
つ
い
て
」
で
は
、
会

長
が
委
嘱
す
る
役
員
（
事
務
局
長
、

書
記
、
会
計
）
及
び
新
理
事
に
つ
い

て
い
ず
れ
も
会
長
の
意
向
ど
お
り
委

嘱
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
２
月
９
日
（
火
）
午
前

10
時
30
分
か
ら
、
平
成
28
年
度
農
業

大
学
校
同
窓
会
理
事
会
が
農
業
大
学

校
中
央
教
育
棟
研
修
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

柴
田
会
長
、
藤
井
校
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
柴
田
会
長
を
議
長
に
選
出

し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案　

平
成
27
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
報
の
発

行
、
役
員
会
・
理
事
会
の
開
催
、
卒

業
生
へ
の
記
念
品
贈
呈
、
農
業
大
学

校
同
窓
会
全
国
連
盟
総
会
等
へ
の
参

加
及
び
、
同
窓
会
創
立
80
周
年
記
念

事
業
記
念
品
費
と
同
窓
会
新
寮
建
設

記
念
品
費
の
執
行
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
二
号
議
案　

平
成
27

年
度
会
計
決
算
報
告
に
つ
い
て
説
明

の
後
、
審
議
に
入
り
異
議
な
く
承
認

新
学
生
寮
「
和
耕
寮
」
が
完
成

　

な
ん
と
言
っ
て
も
、
今
年
の
本
校

の
一
大
ニ
ュ
ー
ス
は
新
寮
が
完
成
し

た
こ
と
で
す
。
創
立
82
周
年
を
迎
え

た
本
校
の
中
央
教
育
棟
北
側
に
、
今

年
１
月
、
待
望
久
し
か
っ
た
新
学
生

寮
が
、
旧
寮
建
設
時
か
ら
数
え
て
50

年
数
年
ぶ
り
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
、
鈴
木
吉
地
前
同
窓
会

長
様
、野
田
留
美
現
副
会
長
様
始
め
、

関
係
各
位
の
熱
意
と
御
尽
力
が
な
け

れ
ば
決
し
て
実
現
で
き
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
報

の
紙
面
を
お
借
り
し
て
関
係
各
位
に

深
甚
の
謝
意
を
表
す
次
第
で
す
。

　

新
寮
の
名
称
は
、
旧
寮
の
「
耕
志

寮
」
と
「
和
光
寮
」
か
ら
一
字
ず
つ

を
取
っ
て
、「
和
耕
（
わ
こ
う
）
寮
」

と
し
ま
し
た
。
新
寮
の
玄
関
前
に
あ

る
銘
板
の
「
和
耕
寮
」
の
文
字
は
、

大
村
知
事
が
自
ら
揮
毫
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
４
月
か
ら
は
１
・
２
年
生

の
全
員
１
９
５
名
が
、
新
寮
で
の
生

活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
ま
す
。

　

新
寮
は
、
軽
量
鉄
骨
２
階
建
で
、

積
水
ハ
ウ
ス
が
設
計
施
工
し
ま
し

た
。
冷
暖
房
を
完
備
し
た
６
畳
弱
の

洋
個
室
が
２
０
０
室
、
洋
式
化
し
た

共
同
ト
イ
レ
（
シ
ャ
ワ
ー
ト
イ
レ
）、

全
館W

i-Fi

（
リ
ー
ス
）
を
完
備
し

て
い
ま
す
。
ラ
ン
ド
リ
ー
に
は
洗
濯

機
に
加
え
て
、
コ
イ
ン
式
の
電
気
乾

燥
機
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
明

る
く
清
潔
感
あ
ふ
れ
る
新
食
堂
を
併

設
す
る
な
ど
、
現
代
の
生
活
ス
タ
イ

ル
に
対
応
し
た
全
く
新
し
い
学
生
寮

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
全
寮
制
の
寮
生
活
で
こ
そ

培
わ
れ
る
自
主
性
、
協
調
性
、
連
帯

感
な
ど
、
集
団
生
活
の
優
れ
た
機
能

は
残
す
べ
く
、
快
適
な
共
同
浴
場
や

各
フ
ロ
ア
に
設
置
し
た
談
話
ス
ペ
ー

ス
な
ど
、
学
生
が
気
軽
に
憩
う
こ
と

の
で
き
る
共
用
施
設
も
備
え
た
寮
と

し
、
毎
朝
の
点
呼
後
に
男
女
学
生
が

自
ら
新
寮
を
清
掃
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
進
路
と
入
学
者
の
状
況

　

平
成
27
年
度
卒
業
式
を
28
年
３
月

10
日
（
木
）
に
執
り
行
い
、
農
学
科

85
名
、
研
究
科
９
名
が
新
た
な
進
路

に
進
み
ま
し
た
。

　

農
学
科
卒
業
生
85
名
中
、
半
数
弱

に
当
た
る
39
名
が
就
農
（
後
継
者
就

農
及
び
農
業
法
人
へ
の
雇
用
就
農
）

し
、
就
農
前
提
の
一
次
就
職
や
研
修

を
選
択
し
た
者
が
３
名
、
進
学
が
10

名
で
し
た
。
研
究
科
卒
業
生
は
、
就

農
が
２
名
、
農
協
等
へ
の
就
職
が
４

名
で
し
た
。
卒
業
生
に
は
、
本
県
農

業
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
た
、
農
業

を
支
え
る
人
材
と
し
て
、
今
後
の
活

躍
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
も
、
こ
れ
ら
卒

業
生
と
関
わ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
先
輩
と
し
て
御
指
導
、
御
支
援

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

  

４
月
７
日
（
木
）
に
平
成
28
年
度

入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。
農
学
科
に

は
過
去
最
多
の
１
０
６
名
が
入
学
し

ま
し
た
。
ま
た
、
研
究
科
に
は
農
学

科
卒
業
生
６
名
が
進
学
し
ま
し
た
。

新
入
生
の
頑
張
り
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

学
生
募
集
の
成
果

　

全
国
の
農
大
の
定
員
充
足
率
は
８

割
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
本
校
農

学
科
で
は
、
直
近
５
年
で
は
右
肩
上

が
り
に
推
移
し
て
お
り
、
28
年
度
入

学
試
験
に
お
い
て
は
、
定
員
１
０
０

を
大
き
く
上
回
る
１
３
０
名
が
受
験

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
農
業
高
校

と
の
連
携
強
化
、
推
薦
枠
の
２
／
３

へ
の
拡
大
、
新
寮
の
効
果
、
同
窓
会

会
員
始
め
関
係
各
位
の
御
支
援
と
御

協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

農
業
の
担
い
手
育
成
に
向
け
て

　

本
県
の
新
規
就
農
青
年
数
は
、
近

年
１
５
０
名
～
２
２
５
名
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
本
校
卒
業

生
は
、
毎
年
２
割
程
度
を
占
め
て
お

り
、
本
県
農
業
の
担
い
手
養
成
と
い

う
本
校
の
使
命
は
一
層
重
要
と
考
え

ま
す
。

　

こ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
、
本
校

教
育
研
修
基
本
計
画
２
０
２
０
を
策

定
し
、
農
業
へ
の
意
欲
の
高
い
学
生

の
優
先
確
保
、
職
員
の
学
生
教
育
指

導
能
力
の
強
化
、
先
進
技
術
施
設
等

学
習
生
活
環
境
の
充
実
に
全
校
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
同
窓
会
会
員
の
皆

様
に
は
、
今
後
と
も
農
大
の
使
命
達

成
に
、
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
、

御
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

小
生
は
、
今
年
度
３
月
末
を
も
っ

て
本
校
校
長
を
定
年
退
職
い
た
し
ま

す
。
県
職
員
の
最
後
に
農
業
の
人
材

育
成
と
い
う
職
務
を
い
た
だ
き
、「
最

も
や
り
が
い
が
あ
り
、
最
も
難
し
い

仕
事
」
＝
「
職
員
の
『
人
間
と
し
て

の
度
量
』
す
な
わ
ち
『
人
間
力
』
が

試
さ
れ
る
仕
事
」
で
あ
る
と
痛
感
し

た
６
年
間
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の

御
活
躍
と
御
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
、
併
せ
て
愛
知
県
立
農
業
大

学
校
の
弥
栄
を
願
っ
て
、
私
か
ら
の

御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❖ 

❖ 

平
成
二
十
八
年
度 

理
事
会
だ
よ
り 

❖ 

❖
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平
成
28
年
度
の
東
海
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
農
業
大
学
校
同
窓
会
長
会
議
が
平

成
28
年
6
月
9
日
（
木
）
か
ら
10
日

（
金
）
に
か
け
て
愛
知
県
立
農
業
大

学
校
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
柴
田

会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
東
海
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
農

業
大
学
校
校
長
会
議
と
合
同
開
催
さ

れ
、
初
日
の
全
体
会
議
で
は
、
主
催

者
あ
い
さ
つ
・
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、

東
海
農
政
局
に
よ
る
中
央
情
勢
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
愛
知
県
立
農
業
大
学
校

の
卒
業
生
で
あ
り
、（
有
）
鍋
八
農

産
の
代
表
取
締
役
の
八
木
輝
治
氏
に

よ
る
「ICT

、
雇
用
管
理
、
６
次
産

業
化
を
活
用
し
た
大
規
模
水
田
作
経

営
の
展
開
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
校
長
会
議
と
同
窓
会
長

会
議
の
分
科
会
議
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
、
同
窓
会
長
会
議
に
お
い
て
は

同
窓
会
の
現
状
等
に
つ
い
て
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
２
日
目
は
、
愛
知
県
内
で

も
特
に
農
業
生
産
額
の
多
い
豊
橋
市

に
お
い
て
、
先
進
的
な
農
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
（
株
）
サ
イ
エ
ン
ス
ク

リ
エ
イ
ト
（
太
陽
光
利
用
型
植
物
工

場
）
を
始
め
と
す
る
４
施
設
の
視
察

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会　
　

長	

柴
田　

隆
夫
（
専　
　

九
）

副
会
長	

富
永　

康
典
（
専　
　

八
）

　

〃	

牧
野　

文
彦
（
大
研　

三
）

　

〃	

野
田　

留
美
（
大
研
一
〇
）

会
計
監
事	

稲
吉　

千
賀
（
大
専
一
六
）

　

〃	

山
田　

博
嗣
（
大
専　

一
）

　

〃	

学
校
職
員

（
管
理
課
長
）

事
務
局
長	

尾
崎　

芳
弘
（
専　
　

四
）

書　
　

記	

伊
藤　

真
二
（
大
農
二
九
）

　

〃	

学
校
職
員
（
管
理
課
主
幹
）

会　
　

計	

山
田　

守
克
（
大
専
一
〇
）

　

〃	

山
村　

貴
幸
（
大
農
二
五
）

顧　
　

問	

藤
井　
　

潔
（
校　
　

長
）

名
誉
顧
問　

市
川　

幸
生
（
元
校
長
）

　

〃	

加
藤
喜
重
郎
（　

〃　

）

　

〃	

長
尾　

周
幸
（　

〃　

）

　

〃	

有
澤　

道
雄
（　

〃　

）

　

〃	

大
井　

昌
次
（　

〃　

）

　

〃	

武
井　

昭
夫
（　

〃　

）

　

〃	

内
山　

公
男
（　

〃　

）

　

〃	
稲
葉
三
千
夫
（　

〃　

）

　

〃	
鈴
木　

良
憲
（　

〃　

）

　

〃	
木
村　

茂
夫
（　

〃　

）

　

〃	

落
合　

秀
彦
（　

〃　

）

　

〃	

村
井　

智
子
（　

〃　

）

　

〃	

林　
　
　

錡
（　

〃　

）

　

〃	

伊
藤　

茂
樹
（　

〃　

）

　

〃	

犬
飼　

唯
士
（　

〃　

）

　

〃	

平
田　

雅
司
（　

〃　

）

　

〃	

山
田　
　

勝
（　

〃　

）

　

〃	

鈴
木　

敏
之
（
前
校
長
）

　

〃	

鈴
木　

吉
地
（
前
会
長
）

　

同
窓
会
規
約
に
よ
り
、
平
成
29
年

度
は
次
の
と
お
り
開
催
予
定
で
す
の

で
、
理
事
の
皆
様
は
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時　
平
成
29
年
２
月
3
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら

場
所　
愛
知
県
立
農
業
大
学
校

　
　
　
中
央
教
育
棟
研
修
室

次
期
理
事
会

　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

☆☆☆ 名簿購入の御案内 ☆☆☆
《創立80周年記念》農業大学校同窓会名簿
　創立８０周年記念事業に併せて，平成２６年１１月に１５年ぶりに新名簿を発
行しました（平成２７・２８年３月の卒業生は、発行後なので未掲載です。）。
　まだ御購入されていない同窓会員様は、是非とも御購入をお願いいたします。
　名簿領価：１冊３，０００円（消費税、送料込。振替手数料は別途）

お問い合せは、同窓会事務局まで（電話0564-51-1601）

　
「
和
耕
寮
」
と
命
名
さ
れ
た
新
学

生
寮
が
、
平
成
28
年
１
月
15
日
に
竣

工
し
、
３
月
１
日
よ
り
現
２
年
生
が

入
寮
し
て
い
ま
す
。

　

旧
学
生
寮
は
建
築
後
50
年
以
上
が

経
過
し
て
お
り
、
２
人
か
ら
４
人
の

相
部
屋
で
し
た
。ト
イ
レ
は
和
式
で
、

共
同
浴
場
も
食
堂
も
老
朽
化
し
て
い

ま
し
た
。
特
に
浴
室
は
、
大
勢
の
学

生
が
入
浴
す
る
と
、
シ
ャ
ワ
ー
の
湯

量
が
足
り
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
エ
ア
コ
ン
設
備
も
な
い
た
め

夏
は
暑
く
、冬
は
寒
い
舎
室
で
し
た
。

　

快
適
さ
を
欠
く
環
境
の
旧
学
生
寮

で
し
た
が
、卒
業
生
に
話
を
聞
く
と
、

一
番
の
思
い
出
は
寮
生
活
と
答
え
る

者
が
非
常
に
多
く
お
り
ま
す
。
そ
の

理
由
は
、
同
室
の
仲
間
と
夜
遅
く
ま

で
語
り
合
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る

こ
と
で
、
楽
し
い
思
い
出
が
多
く
で

き
、
生
涯
の
友
人
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

新
学
生
寮
は
、
全
室
が
個
室
と
な

り
、
各
室
に
エ
ア
コ
ン
を
完
備
し
て

い
ま
す
。
ト
イ
レ
は
全
て
洋
式
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
銭
湯
さ
な
が
ら

の
大
き
な
共
同
浴
場
や
食
堂
も
併
設

し
て
お
り
、
寮
の
生
活
環
境
が
非
常

に
快
適
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
従

来
の
寮
生
活
同
様
に
友
人
と
歓
談
で

き
る
共
有
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
談
話

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

新
旧
の
学
生
寮
を
経
験
し
た
学
生

の
話
を
聞
く
と
、「
寮
生
活
が
格
段

に
良
く
な
り
、住
み
や
す
く
な
っ
た
」

「
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
と
入
れ
る
の

が
う
れ
し
い
」と
評
判
は
上
々
で
す
。

中
で
も
一
番
学
生
に
評
判
が
良
い
の

が
、W

i-Fi

環
境
が
整
備
さ
れ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
が
自
由
に
で
き
る

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
寮
の
自
治
活
動
を
推
進
す

る
た
め
寮
委
員
と
話
し
合
い
、
男
女

と
も
毎
朝
当
番
で
寮
内
の
廊
下
、
階

段
、
風
呂
場
及
び
ト
イ
レ
の
清
掃
を

行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

快
適
な
新
学
生
寮
で
、
農
業
の
知

識
、
技
術
を
よ
り
深
く
学
び
、
多
く

の
友
人
を
作
り
、
将
来
の
愛
知
の
農

業
を
支
え
る
人
材
が
育
つ
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度

役
員
名
簿

東
海
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
同
窓
会
長
会
議
報
告

新
学
生
寮
に
つ
い
て

各舎室

談話コーナー
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一　
概
況

　

 

平
成
28
年
度
の
学
生
数
は
、
教

育
部
農
学
科（
以
下
農
学
科
と
記
す
）

が
１
９
６
名
、
教
育
部
研
究
科
（
以

下
研
究
科
と
記
す
）
が
12
名
で
、
総

数
は
２
０
８
名
で
す
。
う
ち
女
子
は

59
名
で
28
％
を
占
め
、
３
年
前
に
比

べ
約
２
倍
に
な
り
ま
し
た
。

  

専
攻
別
学
生
数
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。
農
学
科
は
、
露
地
野
菜
専

攻
と
酪
農
専
攻
を
希
望
す
る
学
生
が

や
や
多
く
、
特
に
酪
農
専
攻
で
は
女

子
学
生
が
69
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

  

研
究
科
は
、
今
年
度
が
最
後
の
入

学
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
も
畜
産
専

攻
の
入
学
者
は
な
く
、
園
芸
農
産
専

攻
の
学
生
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二　
入
学
状
況

  

農
学
科
の
今
年
度
入
学
者
数
は
、

過
去
最
多
の
１
０
６
名
で
し
た
。
う

ち
、
専
業
農
家
出
身
者
は
23
名
で
全

体
の
22
％
、
非
農
家
出
身
者
は
74
名

で
70
％
を
占
め
、
昨
年
度
と
同
様
の

傾
向
で
し
た
。
県
内
農
業
高
校
出
身

者
は
54
名
で
、
全
体
の
51
％
で
し
た
。

  

研
究
科
の
入
学
者
は
６
名
で
、
全

員
が
農
学
科
か
ら
進
学
し
ま
し
た
。

三　
進
路
状
況

  

農
学
科
卒
業
生
の
進
路
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
後
継
者
就
農
、
農

業
法
人
へ
の
就
農
を
合
わ
せ
39
名

（
46
％
）
の
学
生
が
就
農
し
、
一
時

就
職
後
就
農
者
も
１
名
で
し
た
。
非

農
家
出
身
の
学
生
の
増
加
に
よ
り
、

農
業
法
人
へ
の
雇
用
就
農
が
増
加
傾

向
で
す
。
他
の
就
職
先
は
、
農
協
や

市
場
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
農
業
関
連

企
業
・
団
体
で
し
た
。
ま
た
進
学
者

は
10
名
で
、
う
ち
６
名
が
本
校
研
究

科
へ
入
学
、
２
名
が
国
立
大
学
へ
の

編
入
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

研
究
科
卒
業
生
９
名
は
、
後
継
者

就
農
１
名
、
雇
用
就
農
１
名
、
農
協

２
名
、
農
業
関
連
企
業
等
４
名
、
そ

の
他
１
名
で
し
た
。

　

本
校
で
は
職
業
安
定
法
に
基
づ
く

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」
を
実
施
し
、

多
く
の
農
業
法
人
等
か
ら
求
人
を
い

た
だ
き
、
学

生
の
就
農
等

を
支
援
し
て

い
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様

か
ら
の
求
人

を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

四　
専
攻
の
近
況
（
農
学
科
）

　
（
一
）
鉢
物
・
緑
花
木
専
攻

  

ガ
ラ
ス
温
室
４
棟
、
遮
光
ハ
ウ
ス

１
棟
と
緑
花
木
の
露
地
ほ
場
で
、
シ

ク
ラ
メ
ン
な
ど
の
鉢
花
、
コ
チ
ョ

ウ
ラ
ン
な
ど
の
洋
ラ
ン
、
花
壇

苗
、
観
葉
植
物
、
花
木
、
緑
化
木
等
、

１
０
０
種
類
以
上
の
品
目
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　

25
名
が
在
籍
し
、
う
ち
18
名
は
非

農
家
出
身
の
学
生
で
す
。
１
年
生
の

６
月
に
は
、
鉢
花
、
観
葉
植
物
、
洋

ラ
ン
、
緑
花
木
の
４
部
門
に
分
か
れ

て
少
人
数
で
細
や
か
な
指
導
を
受
け
、

実
践
的
な
知
識
・
技
術
を
早
期
に
習

得
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
校
内
だ
け
で
な
く
、
市
内

の
病
院
で
の
定
期
的
な
実
習
販
売
に

も
取
り
組
み
、
来
場
者
へ
の
商
品
説

明
等
を
通
じ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
接
客
対
応
の
向
上

な
ど
自
己
研
鑽
を
図
っ
て
い
ま
す
。

（
二
）
切
花
専
攻

  

４
棟
の
ガ
ラ
ス
温
室
や
繁
殖
室
、

露
地
ほ
場
で
、
輪
ギ
ク
を
主
体
に
、

バ
ラ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ト
ッ

ク
、
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
県
内
で
生
産
の

多
い
品
目
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
一

部
の
施
設
に
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

24
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
切

花
農
家
の
後
継
者
だ
け
で
な
く
、
最

近
は
非
農
家
出
身
の
学
生
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

１
年
生
は
、
８
月
ま
で
全
て
の
品

目
の
基
礎
的
な
栽
培
管
理
を
学
び
、

９
月
か
ら
、
キ
ク
、
バ
ラ
及
び
洋
花

の
３
部
門
に
分
か
れ
、
実
践
的
な
栽

培
方
法
を
学
び
ま
す
。
１
年
生
の
後

半
か
ら
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
と
し

て
、
バ
ラ
の
有
望
品
種
の
選
定
、
キ

ク
の
直
挿
し
に
よ
る
低
コ
ス
ト
生
産

な
ど
、
各
学
生
が
様
々
な
課
題
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

２
年
生
は
、
品
目
毎
の
温
室
管
理

を
任
さ
れ
、
自
ら
が
考
え
て
栽
培
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
三
）
作
物
専
攻

  

１
ha
の
大
区
画
水
田
な
ど
大
小
９

区
画
、
計
3.3 

ha
の
水
田
ほ
場
で
大
型

機
械
を
利
用
し
、
水
稲
、
小
麦
、
大

豆
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
育
苗
施
設
や
乾
燥
調
製
施
設

を
利
用
し
、
育
苗
か
ら
生
産
物
の
調

製
ま
で
実
習
で
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

収
穫
物
を
利
用
し
た
味
噌
や
五
平
餅

な
ど
の
加
工
実
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

在
籍
者
15
名
の
う
ち
、
農
家
は
４

名
の
み
で
、
多
く
は
非
農
家
出
身
の

学
生
で
す
。
１
年
生
で
は
水
稲
栽
培

や
機
械
操
作
の
基
本
知
識
を
身
に
付

け
る
実
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

１
年
生
の
後
半
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
習
が
始
ま
り
ま
す
。
本
校
で
は

農
業
総
合
試
験
場
が
開
発
し
た
新
品

種
や
新
技
術
を
い
ち
早
く
導
入
し
て

お
り
、
こ
れ
を
題
材
に
し
た
新
品
種

の
栽
培
法
や
不
耕
起
Ｖ
溝
直
播
栽
培

に
関
す
る
課
題
、
無
農
薬
・
無
化
学

肥
料
栽
培
な
ど
付
加
価
値
の
高
い
生

産
方
法
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
業
大
学
校
の
近
況　
副
校
長
　
飯
田　
史
生

コチョウランの管理

カーネーション栽培の実習

女子学生による小麦の収穫

平成28年度学科及び専攻別学生数（4月7日現在）（単位：人）

（　　）内は女子の人数で内数

平成27年度農学科卒業生の進路（単位：人）
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（
四
）
果
樹
専
攻

  
露
地
面
積
は
2.2 ha
あ
り
、
ブ
ド
ウ
、

ナ
シ
、
カ
キ
、
モ
モ
な
ど
県
内
産
地

に
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
樹
種
を
実
習
用

に
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ド

ウ
、
ミ
カ
ン
、
イ
チ
ジ
ク
の
ハ
ウ
ス

栽
培
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

樹
種
が
多
様
な
た
め
、
開
花
期
の

四
月
か
ら
収
穫
前
の
７
月
ま
で
は
摘

果
や
袋
掛
け
な
ど
の
管
理
作
業
で
特

に
多
忙
で
す
。

　

在
籍
す
る
学
生
は
27
名
で
、
入
学

当
初
は
多
く
の
樹
種
の
基
本
的
な
栽

培
管
理
技
術
を
学
び
ま
す
。
そ
の
後
、

希
望
す
る
樹
種
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
よ
り
専
門

的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
ブ
ド
ウ
の
簡

易
被
覆
が
生
育
と
品
質
に
及
ぼ
す
影

響
」
や
、「
ナ
シ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽

培
の
省
力
効
果
」
な
ど
で
す
。

　

昨
年
度
、
本
専
攻
の
学
生
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
全
国
大
会
で
３
位
入
賞

し
ま
し
た
。
後
輩
達
も
後
に
続
く
よ

う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
五
）
露
地
野
菜
専
攻

　

露
地
畑
1.5 

ha
で
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク

サ
イ
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど
県
内
の
主
要

野
菜
に
加
え
新
品
目
も
取
り
入
れ
て

約
40
品
目
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
専
攻
で
は
、
イ
チ
ゴ
の
高
設

栽
培
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

専
攻
の
中
で
は
最
多
の
30
名
が
在

籍
し
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
中
、
全

員
が
協
力
し
て
栽
培
実
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
は
、
２
年
間

で
１
人
２
課
題
を
実
施
し
ま
す
。
学

生
自
身
が
品
目
と
テ
ー
マ
を
決
め
て

栽
培
計
画
を
立
て
、播
種
か
ら
収
穫
・

調
製
ま
で
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
ま

す
。
最
後
に
収
支
計
算
を
行
う
こ
と

で
、
実
践
的
な
栽
培
技
術
や
経
営
管

理
能
力
を
習
得
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
夏
キ
ャ

ベ
ツ
の
施
肥
量
の
違
い
に
よ
る
収
量

へ
の
影
響
」、「
イ
チ
ゴ
の
初
期
２
倍

植
え
に
よ
る
収
量
・
品
質
へ
の
影
響
」

な
ど
で
す
。

（
六
）
施
設
野
菜
専
攻

  

10
棟
あ
る
温
室
で
、
ト
マ
ト
、
ナ

ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
温
室
メ
ロ
ン
等
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
土

耕
栽
培
に
加
え
て
、
水
耕
栽
培
、
コ

コ
バ
ッ
ク
を
利
用
し
た
養
液
栽
培
、

少
量
培
地
耕
、
農
業
総
合
試
験
場

開
発
の
袋
培
地
栽
培
な
ど
様
々
な
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
総
合
試
験
場
や
種
苗
会
社
の
協

力
を
得
て
、
新
た
な
単
為
結
果
性
品

種
や
耐
病
性
品
種
な
ど
優
良
品
種
の

栽
培
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

26
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
は
３
年
ぶ
り
に
女
子
学
生
４
名

が
加
わ
り
ま
し
た
。
本
専
攻
で
は
、

専
攻
代
表
を
輪
番
制
と
し
、
全
員
が

役
割
を
担
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
は
、
２
年
間

で
１
人
２
課
題
を
実
施
し
ま
す
。
今

年
度
は
、「
ト
マ
ト
の
低
段
摘
芯
密

植
栽
培
に
適
し
た
品
種
の
検
討
」
や

「
ナ
ス
の
単
為
結
果
性
新
品
種
の
施

肥
量
の
検
討
」
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

（
七
）
酪
農
専
攻

　

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
種
の
搾
乳
牛
約
25
頭
と
育
成

牛
30
頭
、
肥
育
牛
10
頭
を
飼
育
し
て

い
ま
す
。
ま
た
飼
料
と
し
て
牧
草
や

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
は
、
酪
農
と
肥
育
牛
の
両
方

の
飼
養
管
理
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

29
名
が
在
籍
し
、
う
ち
20
名
は
女
性

で
す
。
酪
農
の
後
継
者
は
お
ら
ず
、

ほ
と
ん
ど
が
非
農
家
出
身
者
の
た
め
、

本
格
的
な
酪
農
作
業
は
未
経
験
で
す
。

　

初
め
て
牛
に
触
れ
る
新
入
生
も
、

２
年
生
の
助
言
も
受
け
な
が
ら
搾
乳

や
給
餌
、
除
糞
な
ど
基
本
的
管
理
作

業
を
習
得
し
、
牛
の
扱
い
方
に
慣
れ

て
い
き
ま
す
。
２
年
生
は
、
よ
り
高

度
な
技
術
習
得
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
の

テ
ー
マ
は
「
ヤ
シ
殻
外
皮
敷
料
利
用

後
の
堆
肥
化
」、「
毛
刈
り
に
よ
る
暑

熱
対
策
」
等
で
す
。

　

畜
産
で
は
唯
一
視
察
を
受
け
入
れ
、

本
校
周
辺
の
園
児
な
ど
が
農
業
と
の

ふ
れ
あ
い
の
た
め
訪
れ
て
い
ま
す
。

（
八
）
養
豚
・
養
鶏
専
攻

  

今
年
度
は
、
豚
鶏
合
わ
せ
て
20
名

が
在
籍
し
、
賑
や
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
全
員
が
養
豚
・
養
鶏
の
後
継
者

で
は
な
く
、
５
月
に
本
人
の
希
望
に

よ
り
、
豚
と
鶏
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ

た
後
に
、
基
本
的
飼
養
管
理
を
習
得

し
て
い
き
ま
す
。

　

養
鶏
コ
ー
ス
で
は
、
開
放
・
平
飼

い
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
レ
ス
の
３
パ
タ
ー

ン
で
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
を
主
体
と
し

た
採
卵
鶏
を
約
２
４
０
０
羽
飼
育
し

て
お
り
、
卵
は
直
売
も
し
て
い
ま
す
。

校
内
の
直
売
で
は
毎
回
行
列
が
で
き
、

学
生
は
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
貴
重

な
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

養
豚
コ
ー
ス
で
は
、
県
の
系
統
豚

で
あ
る
ア
イ
リ
ス
系
の
三
元
豚
を
繁

殖
か
ら
肥
育
・
出
荷
ま
で
行
い
、
学

生
は
一
通
り
の
管
理
方
法
を
学
ん
で

い
ま
す
。
種
付
け
は
自
家
採
精
し
、

全
て
人
工
授
精
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
肥
育
豚
の
放
牧
な
ど
新
た

な
技
術
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

ナシの袋かけの実習

施設ナスの収穫作業

野菜苗の定植作業

肥育豚の放牧試験

搾乳作業の様子
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農
学
科
の
卒
論
発
表
会
を
１
月
８

日
（
金
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

卒
論
発
表
会
は
、
専
攻
で
２
年
間

学
ん
で
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
成

果
を
卒
業
論
文
に
ま
と
め
て
発
表
す

る
も
の
で
す
。

　

他
の
専
攻
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

学
ん
で
い
る
の
か
日
頃
は
知
る
機
会

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
専
攻

か
ら
代
表
者
が
１
人
づ
つ
発
表
す
る

こ
と
に
よ
り
、
他
専
攻
の
実
習
内
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
１
年

生
に
と
っ
て
は
、
先
輩
た
ち
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ど
の
よ
う
な
形
と
な
っ

て
発
表
さ
れ
る
の
か
を
知
り
、
次
年

度
の
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
活
か

せ
る
と
て
も
良
い
機
会
で
す
。

　

卒
論
発
表
会
の
運
営
は
学
生
会
が

主
体
と
な
っ
て
行
い
、
決
ま
っ
た
ば

か
り
の
１
年
生
役
員
の
増
田
さ
ん
の

司
会
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
初

め
て
の
大
役
で
し
た
が
、
堂
々
か
つ

厳
粛
な
進
行
で
し
た
。

　

発
表
は
農
学
科
各
専
攻
代
表
者
の

２
年
生
８
名
に
よ
り
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
入
学
以
来
２
年
近
く
取
り
組
ん

で
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
成
果

を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
発
表
し
て
い
ま
し

た
。

　

専
攻
代
表
だ
け
あ
り
、
い
ず
れ
の

発
表
も
興
味
深
く
、
２
年
生
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
１
年
生
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
研
究
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
関
心
も
高
く
、
熱
心
に

発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
レ
ポ
ー
ト
を

記
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
校
長
先
生
は
じ
め
、
４

名
の
審
査
員
が
、「
発
表
内
容
」、「
発

表
方
法
及
び
態
度
」、「
質
疑
に
対
す

る
応
答
」
の
審
査
項
目
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
、
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

に
果
樹
専
攻
の
古
田
龍
之
介
君
の

「
ブ
ド
ウ
「
ゴ
ル
ビ
ー
」
に
お
け
る

環
状
剥
皮
と
透
明
袋
が
果
実
品
質
に

及
ぼ
す
影
響
」
に
、
優
秀
賞
に
切
花

専
攻
の
菱
田
羽
惟
さ
ん
の「
バ
ラ「
イ

エ
ロ
ー
ミ
ミ
」
の
同
化
専
用
枝
の
本

数
が
品
質
と
収
量
に
及
ぼ
す
影
響
」

と
作
物
専
攻
の
池
田
み
な
み
さ
ん
の

「
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
施
工
後
の
ほ

場
耕
起
方
法
の
検
討
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

２
０
１
５
今
年
も
大
盛
況

　

平
成
27
年
12
月
５
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
、
農
業
大

学
校
岡
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

「
農
大
祭
２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
昨
年
を

上
回
る
三
千
名
以
上
の
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。
例
年
人
気
の
あ
る
、
鉢

物
・
緑
花
木
（
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ポ
イ

ン
セ
チ
ア
、
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
、
洋
ラ

ン
等
）
と
堆
肥
の
販
売
で
は
、
午
前

９
時
の
整
理
券
配
布
か
ら
、
長
い
行

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

農
畜
産
物
の
販
売
は
、
午
前
10
時

の
開
始
か
ら
順
調
な
売
れ
行
き
と
な

り
、
午
前
中
に
完
売
が
続
き
、
お
昼

に
向
け
て
人
の
波
は
農
畜
産
物
か
ら

食
品
バ
ザ
ー
に
移
っ
て
行
き
ま
し

た
。
芝
生
広
場
で
は
愛
知
の
農
産
物

で
作
っ
た
農
大
鍋
や
五
平
餅
に
長
い

行
列
が
で
き
、
食
品
バ
ザ
ー
で
も
売

り
切
れ
が
続
出
し
ま
し
た
。

　

学
生
達
は
農
大
で
収
穫
し
た
農
産

物
を
元
気
に
声
を
出
し
て
販
売
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
茶
道
部
に
よ
る
農
大
茶

席
、
午
前
午
後
２
回
に
分
け
て
実
施

さ
れ
た
農
大
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や

グ
レ
ー
ト
家
康
公
「
葵
」
武
将
隊
の

演
武
も
あ
り
、
大
盛
況
の
農
大
祭
と

な
り
ま
し
た
。

農
大
祭
で
み
な
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　

平
成
28
年
度
も
12
月
３
日
（
土
）

に
農
大
祭
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
度

は
「
実
り
あ
る
農
大
祭
―
伝
え
合
う

農
の
疾
風
（
か
ぜ
）
―
」
を
テ
ー
マ

に
、
例
年
ど
お
り
農
産
物
販
売
、
各

種
バ
ザ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
愛
知
県
の
農
業
の
魅
力
と
大
切

さ
を
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域

の
皆
様
に
農
業
大
学
校
を
身
近
に
感

じ
て
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

学
生
が
中
心
と
な
り
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ま
の
御
来
校
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
農
大
発
見
の
日
」
を
開
催

　

６
月
４
日
（
土
）、18
日
（
土
）
に
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
「
農
大
発
見

の
日
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

農
業
大
学
校
の
入
学
に
関
心
の

あ
る
方
々
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、

２
日
間
で
高
校
の
生
徒
等
が
69
名
、

保
護
者
や
一
般
の
方
が
55
名
、
計

１
２
４
名
と
、
昨
年
度
の
１
１
５
名

よ
り
９
名
多
い
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
神
奈
川
県
や
高
知
県
な
ど
県
外

か
ら
参
加
さ
れ
た
高
校
生
も
７
名
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
大
講
義
室
で
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
っ
た
農
大
の
概
要
説
明

を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
し
く
建
設
さ
れ
た
和
耕

寮
や
広
大
な
敷
地
に
あ
る
ほ
場
を
、

ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら
見
学
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
了
後
は
、
入
学
に
関
す

る
相
談
や
卒
業
後
の
進
路
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
全
員
大
変
熱
心
で
「
こ
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
通
し
て
入

学
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
よ
り
強

く
な
り
ま
し
た
。」、「
環
境
、
施
設

等
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
農
大
で
農
業
の
勉
強
が
続
け
ら
れ

た
ら
良
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」、「
施

設
が
整
っ
て
い
て
、
こ
の
環
境
で
学

べ
ば
き
っ
と
良
い
経
験
に
な
る
と
思

い
ま
す
。」、「
寮
も
き
れ
い
で
気
に

入
り
ま
し
た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

平
成
27
年
度
卒
論
発
表
会
を
行
い
ま
し
た

好評の農大産の農畜産物販売

広い農大施設を見学する参加者
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ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
作
文
は
、
ヤ

ン
マ
ー
（
株
）
が
主
催
し
、
次
代
を

担
う
若
者
た
ち
に
農
業
と
農
村
の
未

来
に
つ
い
て
大
い
に
議
論
し
て
も
ら

お
う
と
始
め
ら
れ
、
農
林
水
産
省
の

後
援
も
得
て
昨
年
度
で
26
回
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
作
文
の
応

募
総
数
は
７
４
６
９
編
に
の
ぼ
り
、

今
回
は
、
全
国
の
大
学
、
農
業
大
学

校
、
高
校
か
ら
７
９
０
編
も
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

懸
賞
作
文
の
テ
ー
マ
は
、「
新
し

い
農
を
ク
リ
エ
ー
ト
す
る
」と
題
し
、

「
世
界
で
戦
え
る
農
業
」、「
や
り
が

い
生
き
が
い
と
し
て
の
農
業
」、「
資

源
循
環
型
農
業
の
実
現
」
を
副
題
と

し
て
い
ま
す
。
農
業
に
対
す
る
夢
や

思
い
、
体
験
な
ど
熱
い
思
い
を
作
文

に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
本
校
酪
農
専
攻
２
年
生
の
山
田

優
さ
ん
の
「
命
が
循
環
す
る
農
業
」

が
み
ご
と
銅
賞
を
、
ま
た
、
酪
農
専

攻
２
年
生
の
遠
藤
瑞
季
さ
ん
の
「
牛

た
ち
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」
が
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
の
作
品
は
、
高
校
時

代
に
堆
肥
販
売
に
関
わ
っ
た
こ
と

か
ら
、
不
要
と
思
わ
れ
て
い
た
畜
ふ

ん
が
植
物
生
産
に
利
用
さ
れ
、
植
物

が
食
糧
に
な
っ
た
り
、
家
畜
の
飼
料

に
な
っ
た
り
と
様
々
に
関
わ
り
合
い

な
が
ら
、
循
環
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
感
じ
、
食
糧
生
産
だ
け
が
農
業

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
ま
た
、
有
害
物
質
の
含
ま
れ
て

い
る
液
肥
の
浄
化
に
取
り
組
ん
だ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
環
境
を
汚
染
し

て
し
ま
う
よ
う
な
物
質
で
も
、
う
ま

く
処
理
す
れ
ば
有
用
な
物
質
に
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
自
ら
実
験
を
行

い
、
身
を
も
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
体
験
や
自
分
が
専
攻
し
て

い
る
畜
産
を
学
ぶ
中
で
、
農
業
に
は

た
く
さ
ん
の
生
命
が
関
わ
り
あ
っ
て

い
て
、
人
間
の
命
に
も
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
、
生
命
は

循
環
し
て
い
る
と
い
う
循
環
農
業
の

あ
り
方
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
藤
さ
ん
は
、
農
大
酪
農
専
攻
に

入
学
し
て
初
め
て
牛
に
接
し
た
時
の

牛
の
大
き
さ
や
力
強
さ
へ
の
驚
き
、

毎
日
牛
を
管
理
す
る
中
で
牛
の
気
持

ち
に
な
っ
て
愛
情
を
持
っ
て
扱
っ
て

い
る
こ
と
や
分
娩
で
の
体
験
な
ど
牛

を
管
理
す
る
こ
と
の
様
々
な
体
験
か

ら
牛
と
の
信
頼
関
係
や
生
命
誕
生
の

神
秘
に
つ
い
て
自
分
が
感
じ
た
素
直

な
心
が
生
き
生
き
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。

　

ヤ
ン
マ
ー
懸
賞
作
文
は
金
賞
１

名
、
銀
賞
２
名
、
銅
賞
10
名
、
奨
励

賞
15
名
と
な
っ
て
お
り
、
入
賞
す
る

た
め
に
は
上
位
28
名
に
入
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
二
人
共
非
常
に
高
い
レ

ベ
ル
の
作
品
で
し
た
。

　

東
海
近
畿
地
区
9
校
の
農
業
大
学

校
生
が
集
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
岐

阜
県
で
６
月
２
日
（
木
）、３
日
（
金
）

の
2
日
間
開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら
76

名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
会
場
は
４
カ
所
に
分
か
れ
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
軟
式
野
球
、
テ
ニ
ス
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
6
種
目
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

初
日
を
終
了
し
た
時
点
で
テ
ニ
ス

を
除
く
５
種
目
が
決
勝
に
残
り
ま
し

た
。

　

野
球
は
、
全
試
合
コ
ー
ル
ド
勝
ち

の
文
句
な
し
の
優
勝
で
昨
年
の
雪
辱

を
果
た
し
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
は
大
阪
府
と
の
決
勝
戦
で
一

進
一
退
の
攻
防
戦
を
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
で
制
し
て
優
勝
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
決
勝
の
シ
ー

ソ
ー
ゲ
ー
ム
で
敗
れ
準
優
勝
で
し

た
。
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
も

団
体
で
は
決
勝
で
惜
し
く
も
敗
れ
準

優
勝
で
し
た
。
ま
た
、
個
人
競
技
で

も
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
特
に
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
ダ
ブ
ル
ス
は
優
勝
で
し

た
。

　

宿
泊
ホ
テ
ル
で
は
専
攻
や
学
年
を

超
え
て
話
を
し
た
り
、
他
県
学
生
と

の
交
流
会
に
参
加
し
た
り
し
て
、
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

各
種
競
技
で
真
剣
に
プ
レ
ー
す
る

学
生
の
姿
に
清
々
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　農業大学校では開かれた農大を目
指して、「農大だより」を毎月発行し、
各方面に配布し、本校ホームページ
にも掲載して広く公開しています。
日頃の学習状況や学生の活躍、学校
行事など様々な話題を写真とともに
掲載しております。同窓会の皆様も
是非ご覧ください。
　本校ホームページ
「http://www.pref.aichi.jp/noudai/」
中の「農大だより」をご覧ください。
また、「愛知農大」で検索しても、
ほとんどの場合に本校ホームページ
を見ることができます。

お知らせ
「農大だより」について

ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
作
文
で
銅
賞
と
奨
励
賞
を
受
賞

東
海
近
畿
地
区
農
業
大
学
校
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
岐
阜
大
会
）
に
参
加
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
る

表彰式

バスケットボールの試合

個　

人

卓球、バドミントン、
バレーボール２　位

野球、バスケットボール優　勝

卓球S、バトミントンS２　位
卓球S、バトミントンW優　勝

本 校 学 生 の 奮 闘 結 果

団　

体
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農
学
科
２
年
生
85
名
全
員
が
、
平

成
28
年
1
月
23
日
か
ら
１
月
30
日
ま

で
の
８
日
間
の
海
外
派
遣
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
研
修
先
は
、
昨
年
同

様
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー

市
及
び
そ
の
約
60
㎞
北
西
に
位
置
す

る
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

あ
る
ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
地
域
で
し
た
。

　

早
朝
の
中
部
国
際
空
港
に
全
員
集

合
し
、
予
定
ど
お
り
シ
ド
ニ
ー
に
向

け
て
出
発
。
順
調
な
滑
り
出
し
と
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ほ
ぼ
丸
一
日

に
及
ぶ
長
い
航
路
の
た
め
、
途
中
で

気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
学
生
も
い
ま
し

た
が
、大
事
に
は
至
ら
ず
、シ
ド
ニ
ー

に
予
定
ど
お
り
到
着
。
そ
の
後
、
貸

し
切
り
バ
ス
２
台
に
分
乗
し
、
市
内

を
視
察
（
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
等
）。
長

時
間
の
飛
行
機
移
動
で
疲
れ
は
あ
っ

た
も
の
の
、
学
生
た
ち
は
、
日
本
と

正
反
対
の
真
夏
の
気
候
や
環
境
の
違

い
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
午
後
に
は
、
シ
ド
ニ
ー

か
ら
ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
に
移
動
し
、

そ
こ
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
対

面
式
を
行
い
ま
し
た
。
岡
村
先
生
・

河
合
学
生
代
表
が
挨
拶
し
、
河
合
く

ん
は
必
至
に
練
習
し
た
英
語
を
披
露

し
み
ん
な
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
な

か
、
3
～
4
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
各
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
（
25

戸
）
に
自
家
用
車
で
移
動
、
３
泊
４

日
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
大
規
模
な

農
家
経
営
ば
か
り
で
な
く
、
兼
業
農

家
や
現
役
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
後
に
楽

し
ん
で
農
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
っ
て
、そ
う
し
た
農
家
で
は
、

他
の
大
き
な
ホ
ス
ト
農
家
へ
学
生
が

通
っ
て
体
験
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
農
作
業
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
通
じ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
生
活
を
肌
で
感
じ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
お
け
る
農
業
に
取
り
組
む

考
え
方
を
熱
心
に
吸
収
し
よ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。
電
子
辞
書
・
携
帯
の

翻
訳
機
能
を
使
い
、
会
話
し
よ
う
と

す
る
学
生
も
お
り
、
積
極
的
に
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

短
い
期
間
で
し
た
が
、
学
生
達
は
、

食
生
活
や
文
化
、
国
民
性
な
ど
の
違

い
を
し
っ
か
り
と
感
じ
と
っ
た
よ
う

で
、
充
実
し
た
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
と

な
り
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
終
了
後
は
農
業

関
連
視
察
で
、
専
攻
別
に
２
台
の
バ

ス
に
分
乗
し
、
１
号
車
は
ワ
イ
ナ

リ
ー
、
果
樹
農
家
、
野
菜
農
家
、
２

号
車
は
花
農
家
、
ア
ル
パ
カ
農
家
、

乳
牛
農
家
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の

翌
日
は
、
早
朝
か
ら
フ
レ
ミ
ン
ト
ン

卸
売
市
場
を
見
学
、
日
本
で
は
見
か

け
な
い
産
物
も
多
く
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
、動
物
園
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
食
糧
事
情
研
修
と
し
て

海
外
で
活
躍
し
て
い
る
日
本
料
理
店

「
鱒
屋
」
の
経
営
者
で
あ
る
平
松
氏

等
か
ら
興
味
深
い
話
を
聞
か
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

日
本
と
異
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
農
業
の
方
法
な
ど
を
熱
心
に
見
聞

き
し
な
が
ら
、
飼
育
方
法
や
栽
培
方

法
、
農
業
に
対
す
る
考
え
方
の
日
本

と
の
違
い
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
質

問
も
多
く
活
発
で
、
予
定
時
間
を
超

え
る
こ
と
も
あ
り
、
有
意
義
な
視
察

に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
自
由
行
動
と
し
、
シ

ド
ニ
ー
市
内
を
散
策
し
ま
し
た
。
帰

路
は
、
再
度
、
シ
ド
ニ
ー
国
際
空
港

か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
由
、
途
中

体
調
を
崩
す
学
生
が
い
ま
し
た
が
、

無
事
、
全
員
が
中
部
国
際
空
港
に
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
海
外
体
験
に
よ
り
、
国
際
的

な
感
覚
を
養
い
、
広
い
視
野
で
も
っ

て
、
日
本
農
業
を
見
つ
め
直
す
こ
と

が
で
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に

と
っ
て
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
海
外
派
遣
研
修

～
引
率
を
終
え
て
思
う
こ
と
～

研修参加者集合写真

畜産農家でのファームステイ

フレミントン卸売市場視察

ファームステイ先での体験実習
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研
修
部
で
は
、
農
業
者
が
社
会
情

勢
の
変
化
と
進
歩
す
る
農
業
技
術
に

対
応
す
る
た
め
の
研
修
と
、
一
般
県

民
が
愛
知
県
の
農
業
を
理
解
す
る
た

め
の
研
修
を
年
間
を
通
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
実
施
す
る
研
修

の
定
員
総
数
は
３
５
２
１
名
で
す

が
、
研
修
に
よ
っ
て
は
可
能
な
範
囲

で
受
入
れ
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

【
１ 

農
業
者
生
涯
教
育
研
修
】

　

農
業
を
担
う
べ
き
者
を
対
象
に
、

農
業
者
の
発
展
段
階
に
合
わ
せ
た
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

担
い
手
の
確
保
を
目
的
と
し
た
研

修
は
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
緑

の
学
園
研
修
」の
ほ
か
、主
に
Ｕ
タ
ー

ン
就
農
者
を
対
象
と
し
た
「
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
研
修
」、
新
規
参
入

や
農
業
法
人
へ
の
就
職
を
目
指
す

「
農
業
者
育
成
支
援
研
修
」
が
あ
り

ま
す
。
農
業
者
育
成
支
援
研
修
は
、

平
成
24
年
か
ら
実
施
し
、
主
に
農
業

以
外
の
分
野
か
ら
新
規
就
農
を
希
望

す
る
方
が
農
大
の
ほ
場
で
栽
培
技
術

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
緑
の
学
園
研
修
は
、
県
下

各
地
域
の
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改

良
普
及
課
と
地
元
の
農
業
高
校
が
連

携
し
て
地
域
版
の
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
者
が
必
要
と
す
る
知

識
・
技
術
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
習
得
す

る
「
経
営
管
理
研
修
」、「
生
産
高
度

化
研
修
」、「
農
産
物
利
活
用
研
修
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
２ 

農
業
機
械
研
修
】

　

農
業
を
担
う
べ
き
者
を
対
象
に
、

農
業
機
械
に
関
す
る
知
識
・
技
術
修

得
を
目
的
と
し
た
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

免
許
を
取
得
す
る
「
大
特
免
許
研

修
」、「
け
ん
引
免
許
研
修
」
の
他
、

研
修
修
了
証
が
取
得
で
き
る
「
小
型

車
両
系
建
設
機
械
研
修
」、「
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
研
修
」、「
ア
ー
ク
溶
接
研

修
」、「
刈
払
機
研
修
」
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
に
関
す
る
研
修
は
、
免

許
や
研
修
修
了
証
の
取
得
に
直
結
す

る
だ
け
で
な
く
、
安
全
で
効
率
的
な

農
作
業
に
不
可
欠
で
あ
る
た
め
人
気

が
高
く
、
中
に
は
受
付
開
始
初
日
で

定
員
が
埋
ま
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

【
３ 

農
業
理
解
研
修
】

　

県
民
が
、
愛
知
県
の
農
業
や
食
料

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
得
て
、
農

業
・
農
村
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

る
た
め
の
研
修
で
す
。

　
「
県
民
公
開
講
座
」
は
、
家
庭
で

の
野
菜
や
果
樹
の
栽
培
を
学
ぶ
講
義

型
の
研
修
と
、
地
元
産
農
産
物
を
利

活
用
す
る
農
産
加
工
実
習
が
あ
り
ま

す
。
農
産
加
工
実
習
は
毎
回
２
倍
以

上
の
応
募
が
あ
り
、
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
園
児
や
小
学
生
等
が

農
大
の
生
産
施
設
見
学
等
を
通

じ
て
農
業
に
親
し
み
、
農
業
を
理

解
す
る
た
め
の
「
農
業
ふ
れ
あ

い
研
修
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
４ 

他
機
関
と
の
連
携
研
修
】

　

公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
本

校
で
の
農
業
研
修
受
講
の
指
示

又
は
受
講
推
薦
等
を
受
け
た
離

職
者
を
対
象
に
、
新
た
に
農
業

経
営
を
開
始
し
た
り
、
農
業
法

人
等
へ
就
職
し
た
り
す
る
た
め

に
必
要
な
農
業
の
基
礎
的
知
識
・

技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
「
雇

用
創
出
農
業
研
修
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

研
修
部
の
各
種
研
修
紹
介農業者育成支援研修

けん引免許研修

農業ふれあい研修
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愛
知
県
立
農
業
大
学
校
教
育
部
農
学

科
第
31
回
生
、
教
育
部
研
究
科
第
30

回
生
の
卒
業
式
が
、
平
成
28
年
３
月
10

日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
多
数

の
御
来
賓
の
方
々
の
御
臨
席
を
い
た
だ

き
、
中
央
教
育
棟
大
講
義
室
に
お
い
て

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
農
学
科
・
研
究
科
の
卒
業

生
を
一
人
ひ
と
り
呼
名
し
、
代
表
者
に

校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

農
業
大
学
校
同
窓
会
全
国
連
盟
会
長
始

め
各
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
19
名
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
窓
会
か
ら
柴
田
会
長
が
卒

業
生
全
員
に
記
念
品
と
し
て
、
印
鑑
付

き
ダ
ブ
ル
ペ
ン
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

優
秀
賞

［
愛
知
県
知
事
賞
］

　

山
口　

真
奈	

教
育
部
農
学
科

	

鉢
物
・
緑
花
木
専
攻

　

原
田　

大
輝	

教
育
部
研
究
科

	

園
芸
農
産
専
攻　

［
全
国
農
業
大
学
校
協
議
会
長
賞
」

　

森
下  

竜
悟	

教
育
部
農
学
科

	

鉢
物
・
緑
花
木
専
攻

［
大
学
校
長
賞
］

　

毛
利　

仁
美	

教
育
部
農
学
科

	

露
地
野
菜
専
攻

　

天
野  

雅
之	

教
育
部
農
学
科

	

作
物
専
攻

　

落
合　

雅
美	

教
育
部
農
学
科

	

酪
農
専
攻

　

長
元　
　

楓	

教
育
部
農
学
科

	

果
樹
専
攻

　

石
原　

由
衣	
教
育
部
農
学
科

	
酪
農
専
攻

　

森  　

涼
吾	

教
育
部
研
究
科

	

園
芸
農
産
専
攻

　
精
励
賞

［
大
学
校
長
賞
］

　

川
井　

一
希	

教
育
部
農
学
科

	

鉢
物
・
緑
花
木
専
攻

　

井
本　

崇
仁	

教
育
部
農
学
科

	

切
花
専
攻

　

蟹
江　

由
美	

教
育
部
農
学
科

	

作
物
専
攻

　

大
石　

幸
輝	

教
育
部
農
学
科

	

果
樹
専
攻

　

伊
藤  

博
章	

教
育
部
農
学
科

	

施
設
野
菜
専
攻

　

村
松　

裕
政	

教
育
部
農
学
科

	

露
地
野
菜
専
攻

　

小
川
健
太
郎	

教
育
部
農
学
科

	

酪
農
専
攻

　

中
根　
　

仁 	

教
育
部
農
学
科

	

養
豚
・
養
鶏
専
攻

　
特
別
賞

［
大
学
校
長
賞
］

　

古
田
龍
之
介	

教
育
部
農
学
科

	

果
樹
専
攻

　
農
業
大
学
校
同
窓
会
全
国
連
盟
会
長
賞

　

加
古
美
沙
希	

教
育
部
農
学
科

	

露
地
野
菜
専
攻

農
業
大
学
校
の
職
員

（
平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
現
在　

○
印
は
異
動
の
職
員
）

　

校　

長	

藤
井　
　

潔

○
副
校
長	

飯
田　

史
生

　
［
管
理
課
］

○
課　

長	

竹
内　

賢
寿

○
主　

幹	

石
塚　

浩
一

○
主　

査	

横
井　

元
弘

　

主　

事	
畔
柳
奈
緒
子

　

主　

事	
岩
田
友
依
子

○
嘱　

託	

細
井　

政
孝

○
嘱　

託	

青
木　

理
可

　
［
教
育
部
］

○
部　

長	

友
松　

啓
二

  （
学
務
科
）

○
科　

長	

石
黒
さ
と
み

○
総
括
専
門
員	

松
下　

康
英

　

主
任
専
門
員	

天
野　
　

淳

○
主　

事	

森
居　

祐
子

　

再
任
用	

藤
井　

和
弘

　

再
任
用	

杉
山　

邦
雄

　

嘱　

託	

太
田　

育
子

　

嘱　

託	

犬
塚　

信
子

○
嘱　

託	

小
林　

和
夫

○
嘱　

託	

柴
田　
　

誠

　
（
農
学
科
）

○（
兼
）科　

長	

友
松　

啓
二

　

科
長
補
佐
（
花
き
Ｇ
班
長
）

	

坂
下　
　

健

　

専
門
員	

小
木
曽
久
志

　

専
門
員	

山
田　
　

稔

　

技　

師	

紀
岡　

亮
治

○
技　

師	

鶴
田　

瑞
穂

○
嘱　

託	

平
岩
香
名
子

○
科
長
補
佐
（
作
物
果
樹
Ｇ
班
長
）

	

横
井　

信
之

　

主
任
専
門
員	

坂
野　
　

満

○
技　

師	

津
田　

健
吾

　

技　

師	

佐
野　

達
也

○
再
任
用	

伴　
　

浩
志

○
科
長
補
佐
（
野
菜
Ｇ
班
長
）

	

山
本　
　

厚

　

主
任
専
門
員	

金
子　

良
成

　

主
任
専
門
員	

高
須　

義
成

　

技　

師	

安
永
美
紗
子

　

技　

師	

内
田　

祐
太

○
再
任
用	

中
西　

英
人

○
科
長
補
佐
（
畜
産
Ｇ
班
長
）

	

鳥
居　

雅
樹

○
主
任
専
門
員	

川
上　

幸
裕

○
専
門
員	

渡
邉　

久
子

○
主　

任	

西
村　
　

岳

　

技　

師	

三
輪　

恒
介

　

嘱　

託	

小
野
伊
佐
郎

　
（
研
究
科
）

○
科　

長	

杉
浦　

兼
之

　

主
任
主
査	

松
原　

和
之

　

再
任
用	

眞
子　

伸
生

　

再
任
用	

浅
野　

義
行

　

嘱　

託	

神
戸
三
智
雄

　
［
研
修
部
］

○（
兼
）部　

長	

飯
田　

史
生

　

研
修
科
長	

濱
田　

玲
子

○
主
任
専
門
員	

田
中　

義
信

○
専
門
員	

加
藤　

夕
子

　

技　

師	

本
庄　

弘
樹

　

技　

師	

閏
間　

貞
雄

　

再
任
用	

富
田　

良
美

　

再
任
用	

岡
田　

雄
司

　

再
任
用	

浅
見　

逸
夫

　

嘱　

託	

中
村　
　

彰

　

嘱　

託	

大
澤　

史
季

平
成
二
十
七
年
度 

卒
業
式



１　平成27年度  一般会計収支決算
（単位  円）

1,680,000 1,680,000 0 農学科 84名

会員割20,000円
学生1名500×84名
振込手数料864円 

会　　費

40,000 0 40,000 　事務用品費

10,000 0 10,000賃　　金

10,000 0 10,000交 際 費

200,000 0 200,000繰 出 金

1,974,043 1,421,186 552,857計

800,000 826,165 △26,165 同窓会報第31号発行・発送会報発行費

70,000 0 70,000 　表 彰 費

130,464 130,464 0 会員データ年間管理料129,600円
振込手数料 864円

　

個人情報
業務委託費

10,000 0 10,000支部活動費

293,043 293,043 0繰 越 金

1,974,043 1,973,173 △870計

62,864 62,864 0全国連盟会費

役員会1回 27.1.21
理事会1回 27.2.6開催費
（通信費、旅費、昼食代）

150,000 116,751 33,249会 議 費

卒業生記念品
（ネームペン、ピンバッジ）
27.3.5

218,400 182,832 35,568記念品費

21,296 21,296 0技術部会
活動費　

東海近畿ブロック同窓会長
会議（27.6.11～12）、全国連盟
総会（27.7.15）出席旅費

140,000 80,814 59,186旅　　費

　111,019 0 111,019予 備 費

果樹技術部会
（はるき会）
活動補助

1,000 130 △870
預金利息
27.2.22　31円
27.8.16　99円

雑 収 入

（単位  円）　　収入の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 比較増減額
20 80 60預金利息
0 18,000 18,000名簿収入

393,346 393,346 0繰 越 金 前年度より繰越
名簿売上

393,366 411,426 18,060計

393,366 0 393,366予 備 費
393,366 0 393,366計

（単位  円）　　収入の部

　⑴普通預金

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 比較増減額

200,000 0 △200,000繰 入 金
500 436 △64預金利息

前年度より繰越

前年度より繰越

3,144,183 3,144,183 0繰 越 金
3,344,683 3,144,619 △200,064計

（単位  円）　　収入の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 比較増減額

1,844,683 0 1,844,683予 備 費

500,000 0 500,000 28年当初支出予定80周年記念
事業記念品費

1,000,000 0 1,000,000 28年当初支出予定新寮建設記念品費

3,344,683 0 3,344,683計

（単位  円）　　支出の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 差引残額

（単位  円）　　支出の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 差引残額

（単位  円）　　支出の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 差引残額

２　平成27年度  名簿作成基金会計収支決算

平成27年度  会計決算報告

（単位  円）

収 入 総 額

411,426

支 出 総 額

0

差 引 残 額

（次年度へ繰越）

411,426

備 　 　 考
自平成27.１.１
至平成27.12.31

収 入 総 額

1,973,173

支 出 総 額

1,421,186

差 引 残 額

（次年度へ繰越）

551,987

備 　 　 考
自平成27.１.１
至平成27.12.31

3,144,619 0

（次年度へ繰越）

3,144,619 自平成27.１.１至平成27.12.31

３　平成27年度  創立記念基金会計収支決算
（単位  円）

収 入 総 額 支 出 総 額 差 引 残 額 備 　 　 考

　⑵定期預金

100 100 0預金利息
500,100 500,100 0繰 越 金
500,200 500,200 0計

（単位  円）　　収入の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 比較増減額

500,200 0 500,200予 備 費
500,200 0 500,200計

（単位  円）　　支出の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 差引残額

500,200 0

（次年度へ繰越）

500,200 自平成27.１.１至平成27.12.31

（単位  円）

収 入 総 額 支 出 総 額 差 引 残 額 備 　 　 考
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１　平成28年度  一般会計収支予算
（単位  円）

備　　　　　　考費　　目 本 年 度予 算 額
前 年 度
予 算 額 比較増減額

　　収入の部

20,0001,680,0001,700,000会　　費 農学科85名

△8001,000200雑 収 入 預金利息

258,944293,043551,987繰 越 金 前年度より繰越

278,1441,974,0432,252,187計 　

２　平成28年度  名簿作成基金会計収支予算
（単位  円）

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

　　収入の部

200,0000200,000繰 入 金 　

000名簿収入
02020預金利息

18,080393,346411,426繰 越 金 前年度より繰越

一般会計から繰入

218,080393,366611,446計 　

３　平成28年度  創立記念基金会計収支予算

（単位  円）
　⑴普通預金
　　収入の部

0200,000200,000繰 入 金 　
0500500預金利息 　
4363,144,1833,144,619繰 越 金 前年度より繰越

執行年度の変更
執行年度の変更

一般会計から繰入

4363,344,6833,345,119計 　

（単位  円）　　支出の部

218,080393,366611,446予 備 費 　
218,080393,366611,446計 　

（単位  円）　　支出の部

4361,844,6831,845,119予 備 費 　
0500,000500,00080周年記念

事業記念品等 　
01,000,0001,000,000新寮建設記念品等 　
4363,344,6833,345,119計 　

（単位  円）
　⑵定期預金
　　収入の部

0100100預金利息 　
100500,100500,200繰 越 金 　
100500,200500,300計 　

（単位  円）　　支出の部

100500,200500,300予 備 費 　
100500,200500,300計 　

010,00010,000支部活動費 5,000円×2支部

040,00040,000事務用品費 文具等

010,00010,000賃　　金 　

010,00010,000交 際 費 　

65,044111,019176,063予 備 費 　

　

278,1441,974,0432,252,187計 　

50,000800,000850,000会報発行費 同窓会報発行費

021,29621,296技術部会
活 動 費

10,000円×2部会
振込手数料 648円×2

0150,000150,000会 議 費 役員会、
理事会開催費

2,600218,400221,000記念品費 卒業生記念品代
＠2,600×85人

070,00070,000表 彰 費 同窓会員の
表彰記念品代

（単位  円）

備　　　　　　考費　　目 本 年 度予 算 額
前 年 度
予 算 額 比較増減額

　　支出の部

50062,86463,364全国連盟
会　　費

会員割 20,000円
学生1名 500×85名
振込手数料 864円

△40,000140,000100,000旅　　費
全国連盟総会、
ブロック同窓会長会
議等の出席旅費

200,000200,000400,000繰 出 金 基金会計へ

0130,464130,464個人情報
業務委託費

会員データ年間管理料
129,600円／年
振込手数料 864円

平成28年度  会計予算
平成28年９月30日〔12〕第32号（通算第41号） 農大同窓会報

　毎年「同窓会報」を発行するに当たり、
住所不明等で多数の会員に会報が届いてい
ません。会員の皆様で、住所や姓が変わるな
ど状況に変化があった場合、他の会員も含め

て、その状況を事務局までお知らせください。
　また、同窓会報の内容は農大ホームページの中の同窓会のページで見るこ
ともできます。
　会員様の中でホームページを見るから同窓会報の送付を経費節約のために
止めて頂いて結構と言われる方がおみえになりましたら、送付不要を希望さ
れる場合のみ、官製はがきにその旨を書き、住所氏名を記入し、10月31日ま
でに農大事務局にご送付ください。その方のみ次号から送付を止めさせてい
ただきます。

●
ご
提
供
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
廣
済

堂
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
ア
事
業
部
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
課
（
以
下
弊
社
）
が
責
任
を

も
っ
て
管
理
い
た
し
ま
す
。

●
弊
社
は
、
当
社
が
信
頼
に
足
る

と
判
断
し
た
外
部
の
企
業
に
、

個
人
情
報
の
デ
ー
タ
処
理
な
ら

び
に
発
送
作
業
を
委
託
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
ご
提
供
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

本
人
の
承
諾
な
し
に
学
校
・
同

窓
会
関
係
者
以
外
の
第
三
者
に

開
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
個
人
情
報
は
原
則
と
し
て
本
人

に
か
ぎ
り
、
開
示
、
訂
正
・
削

除
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

愛
知
県
立
農
業
大
学
校
同
窓
会
は

株
式
会
社
廣
済
堂
へ
会
誌
の
発
送

業
務
を
委
託
い
た
し
ま
す
。
そ
の

際
、
お
預
か
り
す
る
個
人
情
報
は

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
日
本

の
法
令
そ
の
他
の
規
範
を
厳
守
し

て
、
左
記
目
的
の
範
囲
で
の
み
利

用
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社
廣
済
堂
の
個
人
情

報
取
扱
に
つ
い
て

●
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
以

下
の
目
的
で
使
用
い
た
し
ま
す
。

・
学
校
な
ら
び
に
同
窓
会
か
ら
の

通
信
文
書
お
よ
び
名
簿
の
発
送

・
同
窓
会
が
本
来
目
的
に
よ
り
活

動
す
る
場
合
、
必
要
と
思
わ
れ

る
作
業
を
進
行
す
る
際
な
ど
合

法
的
な
目
的
の
た
め
に
活
用
す

る
場
合

　（
同
窓
会
会
則
に
準
じ
ま
す
）

会
員
デ
ー
タ
に
つ
い
て

事務局から

愛知県立農業大学校　同窓会事務局
同窓会長　柴 田 隆 夫
〒444−0802　岡崎市美合町字並松１の２
電話（0564）５１−１６０１　ＦＡＸ（0564）５１−４８３１


